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は
じ
め
に

　
「
瘋
癲
老
人
日
記
」
は
『
中
央
公
論
』
の
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
号
か

ら
昭
和
三
十
七
年
五
月
特
別
号
ま
で
七
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
、
昭
和

三
十
七
年
五
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
作
は
〈
老
年
の
性

と
い
う
テ
ー
マ
〉（

（
（

を
取
り
扱
う
と
と
も
に
、〈
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
心
情
の
表

出
〉（

（
（

や
、〈
性
機
能
の
衰
え
た
老
人
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
〉（

（
（

が
描
か
れ
て

い
る
作
品
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
作
の
梗
概
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
卯
木
督
助
の
日
記
は
昭
和

三
十
五
年
六
月
十
六
日
に
始
ま
る
。
日
記
の
内
容
は
督
助
の
身
辺
に
起
こ

る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
長
男
の
嫁
で
あ
る
颯
子
と
の
こ
と
で
あ
る
。
卯
木

督
助
は
不
動
産
所
得
と
配
当
所
得
で
生
計
を
立
て
て
い
る
七
十
七
歳
の
老

人
で
あ
る
。
家
族
は
督
助
の
妻
、
息
子
の
浄
吉
と
そ
の
妻
颯
子
、
そ
し
て

孫
の
経
助
の
五
人
で
あ
る
。
督
助
の
関
心
は
専
ら
浄
吉
の
妻
で
あ
る
颯
子

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
督
助
は
颯
子
の
魅
惑
的
な
身
体
に
触
れ
よ
う
と
画

策
し
、苦
心
の
末
に
颯
子
の
身
体
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
代
償
と
し
て
颯
子
か
ら
三
百
万
円
の
宝
石
を
要
求
さ
れ
る
。
離
れ
の

隠
居
所
を
新
築
す
る
費
用
に
と
貯
め
て
き
た
金
を
使
う
し
か
な
い
と
督
助

は
覚
悟
を
決
め
る
。
そ
の
よ
う
な
仕
打
ち
を
受
け
て
も
、
督
助
の
颯
子
に

対
す
る
愛
着
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、
遂
に
は
自
ら
の
墓
を
颯
子
の
足

を
か
た
ど
っ
た
仏
足
石
で
装
飾
し
よ
う
と
考
え
、
颯
子
の
足
の
拓
本
づ
く

り
に
精
を
出
す
の
で
あ
る
。
四
日
後
、
督
助
は
心
悸
亢
進
で
倒
れ
、
日
記

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
日
記
の
後
に
は
、「
佐
々
木
看
護
婦

看
護
記
録
抜
萃
」、「
勝
海
医
師
病
床
日
記
抜
萃
」、「
城
山
五
子
手
記
抜
萃
」

と
い
う
三
者
に
よ
る
手
記
の
抜
萃
が
続
い
て
い
る
。
督
助
の
娘
、
城
山
五

子
の
手
記
に
は
、
翌
年
の
四
月
中
旬
に
か
つ
て
颯
子
と
約
束
し
た
プ
ー
ル

谷
崎
潤
一
郎
「
瘋
癲
老
人
日
記
」
論

―
日
記
を
通
じ
て
伝
え
る
颯
子
へ
の
思
い

猪
　
口
　
洋
　
志
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の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

本
作
は
卯
木
督
助
の
日
記
を
通
し
て
進
行
し
て
い
く
。
督
助
が
日
記
に

記
し
て
い
る
こ
と
は
妻
や
娘
に
対
す
る
不
平
や
不
満
と
息
子
の
嫁
颯
子
に

対
す
る
異
常
な
ま
で
の
執
着
で
あ
る
。
督
助
は
颯
子
に
対
し
て
性
的
な
欲

望
を
抱
く
の
で
あ
る
が
、
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
颯
子
は
自
分
の

計
画
ど
お
り
に
督
助
の
欲
望
を
利
用
し
て
督
助
を
操
る
。
颯
子
は
督
助
の

欲
望
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。　

　

先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
記
は
督
助
の
妄
想
に

満
ち
て
お
り
、
督
助
の
日
記
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
他
者
の
手
記
の
抜
萃

こ
そ
客
観
的
な
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
仁
司
は
〈
作
品
が

迎
え
る
最
終
部
に
お
い
て
、
死
に
か
け
た
老
人
が
一
命
を
と
り
と
め
、
看

護
婦
記
録
や
医
師
の
病
床
日
記
、
あ
る
い
は
実
娘
城
山
五
子
の
手
記
に

よ
っ
て
、
老
人
が
全
く
の
一
人
悲
喜
劇
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
〉（

（
（

と
述
べ
、
増
田
裕
美
子
は
〈
三
つ
の
手
記
は
、
老
人
の
日
記
に
描
か

れ
て
い
た
世
界
が
い
か
に
非
現
実
的
な
世
界
で
あ
っ
た
か
を
示
し
、
言
わ

ば
一
種
の
ど
ん
で
ん
返
し
の
よ
う
な
形
で
、
老
人
の
告
白
そ
の
も
の
を
滑

稽
化
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
〉（

（
（

と
論
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
主
張
す
る
の
は
、
颯
子
は
督
助
の
日
記
に
基

づ
い
て
行
動
し
て
お
り
、
日
記
は
督
助
の
妄
想
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
本
稿
は
、
督
助
の
日
記
の
特
徴
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
人
物
、
日
記
に
基
づ
く
颯
子
の
計
画
的
な
行
動
と
い
う
順
に
論
じ
、
督

助
の
日
記
を
利
用
し
、
自
ら
の
目
的
を
達
成
し
て
い
く
颯
子
と
、
日
記
を

意
図
的
に
颯
子
に
読
ま
せ
よ
う
と
考
え
る
督
助
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、「
佐
々
木
看
護
婦
看
護
記
録
抜
萃
」、「
勝
海
医
師
病
床
日
記
抜
萃
」、

「
城
山
五
子
手
記
抜
萃
」
と
い
う
三
者
に
よ
る
手
記
の
抜
萃
は
督
助
の
手

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一　

卯
木
督
助
の
日
記
の
特
徴

　

卯
木
督
助
の
日
記
は
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
六
日
に
始
ま
り
、
同
年

十
一
月
十
八
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
本
文
で
は
、
冒
頭
に
〈
十
六
日
〉
と

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
年
月
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
記
の
記

述
が
進
行
し
、
月
が
三
度
改
ま
っ
た
時
の
日
付
が
〈
九
月
一
日
〉
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
初
の
〈
十
六
日
〉
が
六
月
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。
ま
た
、
九
月
五
日
の
日
記
に
お
い
て
、
自
分
の
母
親
と
颯
子
の
体
格

を
比
較
し
、〈
明
治
二
十
七
年
ト
昭
和
三
十
五
年
ト
ノ
間
ニ
、
日
本
人
ノ

体
格
ニ
何
ト
云
フ
隔
タ
リ
ガ
生
ジ
タ
コ
ト
カ
〉
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
昭

和
三
十
五
年
で
あ
る
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

日
記
は
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
を
そ
の
日
の
う
ち
に
書
く
の
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
督
助
の
日
記
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
日
の
出
来
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事
を
そ
の
日
の
う
ち
に
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
日
記
の
日

付
と
実
際
に
記
入
し
た
日
の
日
付
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
す
な

わ
ち
、
督
助
の
日
記
は
、
出
来
事
が
起
こ
っ
た
日
付
、
日
記
の
日
付
、
実

際
に
督
助
が
日
記
に
記
入
し
た
日
付
、
と
い
う
よ
う
に
三
種
の
日
付
が
あ

る
。
今
後
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
種
の
日
付
に
つ
い
て
、「
出
来

事
の
日
付
」、「
日
記
の
日
付
」、「
実
際
に
記
入
し
た
日
付
」
と
書
き
分
け

る
こ
と
に
す
る
。

　

督
助
は
六
月
十
六
日
に
、督
助
の
妻
で
あ
る
〈
婆
サ
ン
〉、息
子
の
浄
吉
、

そ
の
妻
颯
子
と
と
も
に
〈
新
宿
ノ
第
一
劇
場
〉
に
歌
舞
伎
を
見
に
行
っ
て

お
り
、
六
月
十
六
日
の
日
記
に
は
歌
舞
伎
を
見
た
感
想
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
。
翌
日
の
六
月
十
七
日
の
日
記
は
、〈
十
七
日
。
昨
日
ノ
ア
ト
ヲ

モ
ウ
少
シ
続
ケ
ル
〉
と
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
六
月

十
七
日
付
の
日
記
に
は
、六
月
十
六
日
の
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
。「
出

来
事
の
日
付
」（
督
助
が
歌
舞
伎
を
見
た
の
は
六
月
十
六
日
）
と
、「
日
記

の
日
付
」（
六
月
十
七
日
付
の
日
記
に
前
日
見
た
歌
舞
伎
の
こ
と
が
記
し

て
あ
る
）
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、督
助
の
日
記
に
は
、

〈
昨
日
ノ
〉
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。　

　

次
に
、「
日
記
の
日
付
」
と
、「
実
際
に
記
入
し
た
日
付
」
が
相
違
し
て

い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、七
月
二
十
三
日
の
日
記
の
最
後
の
部
分
に
、

〈
予
ハ
薬
ガ
利
イ
タ
ト
見
セ
カ
ケ
テ
寝
タ
フ
リ
ヲ
ス
ル
積
リ
ダ
ツ
タ
ガ
、

ツ
イ
本
当
ニ
寝
テ
シ
マ
ツ
タ
〉
と
あ
る
。
寝
る
前
に
〈
寝
テ
シ
マ
ツ
タ
〉

と
記
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、〈
寝
テ
シ
マ
ツ
タ
〉
出
来
事
を
、

翌
日
以
降
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
日
七
月
二
十
三

日
の
日
記
に
は
、〈
ト
コ
ロ
デ
昨
夜
コ
ン
ナ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
〉
と
あ
り
、〈
コ

ン
ナ
コ
ト
〉
と
い
う
の
は
、
看
護
婦
が
子
ど
も
の
と
こ
ろ
へ
帰
る
た
め
督

助
の
家
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
七
月
二
十
三
日
の
夜
の

出
来
事
で
あ
る
こ
と
が
日
記
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
七
月
二
十
三

日
の
出
来
事
を
、
七
月
二
十
三
日
付
の
日
記
に
〈
昨
夜
〉
と
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
七
月
二
十
四
日
に
七
月
二
十
三
日
の
日
付
で
記

述
し
て
い
る
た
め
、
督
助
が
誤
っ
て
〈
昨
夜
〉
と
書
い
た
も
の
と
推
測
で

き
る
箇
所
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
十
月
二
十
七
日
の
日
記
の
最
後
の
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
あ
る
。〈
コ
レ
ヨ
リ
以
後
数
日
間
ハ
執
筆
ニ
堪
ヘ
ズ
、
数
日
後
佐
々

木
ノ
病
床
日
誌
ニ
依
ツ
テ
記
入
ス
ル
〉
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
日
の
十

月
二
十
八
日
付
の
日
記
と
二
十
九
日
付
の
日
記
が
存
在
し
て
お
り
、
両
日

の
日
記
は
、
日
記
の
日
付
当
日
に
書
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
、
十
月
二
十
七
日
の
当
該
部
分
も
〈
以
後
数
日
間
〉
と
い
う

未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
お
り
、
後
日
記
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
十
一
月
十
三
日
の
日
記
に
は
、〈
九
時
近
ク
食
事
ガ
終
ル
。
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颯
子
一
人
五
子
達
ヲ
南
禅
寺
ヘ
送
リ
届
ケ
テ
ホ
テ
ル
ヘ
帰
リ
、
予
ト
佐
々

木
ト
ハ
夜
ガ
晩
イ
カ
ラ
ト
云
フ
ノ
デ
、吉
兆
ニ
泊
ル
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

京
都
旅
行
を
し
て
い
る
と
き
、
夜
が
遅
く
な
り
、
督
助
は
ホ
テ
ル
に
帰
る

こ
と
な
く
、
食
事
を
し
た
場
所
で
佐
々
木
看
護
婦
と
と
も
に
宿
泊
を
し
た

の
で
あ
る
。
食
事
を
す
る
場
所
に
日
記
を
持
参
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

の
で
、
翌
日
以
降
に
記
入
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
督
助
が
通
常
日
記
を
書
く
時
間
帯
を
推
定
す
る
た
め
、
督
助

の
一
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
本
文
か
ら
引
用
す
る
。
七
月
二
十
六
日
の

日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。〈
最
近
ノ
予
ノ
日
課
ハ
左
ノ
如
ク

デ
ア
ル
。
午
前
六
時
前
後
起
床
。
先
ズ
便
所
ニ
行
〉
き
、〈
約
三
十
分
庭

ヲ
散
歩
ス
ル
。
滑
リ
台
ニ
臥
テ
牽
引
ス
ル
。
コ
レ
モ
三
十
分
ニ
延
ビ
テ
ヰ

ル
。
次
ニ
朝
食
。
朝
食
ダ
ケ
ハ
寝
室
デ
取
〉
り
、〈
次
ニ
書
斎
デ
新
聞
ヲ

見
、
日
記
ヲ
附
ケ
、
時
間
ガ
余
レ
バ
読
書
ナ
ド
ス
ル
ガ
、
午
前
中
ヲ
日
記

ニ
費
ス
コ
ト
ガ
多
ク
、
時
ト
ス
レ
バ
午
後
ニ
モ
夜
間
ニ
モ
及
ブ
〉
こ
と
が

あ
る
。〈
正
午
食
堂
デ
昼
餐
、
大
概
素
麺
一
杯
ト
果
物
一
箇
ダ
ケ
デ
ア
ル
。

午
後
一
時
カ
ラ
二
時
マ
デ
寝
室
デ
午
睡
。
月
、
水
、
金
、
ノ
週
ニ
三
回
、

二
時
半
カ
ラ
四
時
半
マ
デ
鈴
木
氏
ノ
鍼
ノ
治
療
。
午
後
五
時
カ
ラ
三
十
分

又
牽
引
ス
ル
。
六
時
カ
ラ
庭
ノ
散
歩
。
朝
夕
ノ
散
歩
ハ
佐
々
木
同
伴
、
時

ニ
ハ
颯
子
ノ
コ
ト
モ
ア
ル
。
六
時
半
晩
餐
〉
を
し
、〈
食
後
書
斎
デ
ラ
ヂ

オ
ヲ
聴
ク
。
眼
ヲ
害
ス
ル
ノ
デ
夜
ハ
読
書
セ
ズ
、テ
レ
ビ
モ
殆
ド
見
ナ
イ
〉

と
あ
る
。
ま
た
、
七
月
二
十
三
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
、〈
予
ハ
十

時
ニ
ハ
寝
ル
習
慣
デ
、
寝
ル
直
前
ニ
入
浴
シ
、
浴
後
直
チ
ニ
寝
室
ニ
入
ル
〉

と
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鍼
の
治
療
の
あ
る
月
、
水
、
金
の
三
日
間

は
空
い
て
い
る
時
間
帯
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
曜
日
に
つ
い
て

も
空
い
て
い
る
の
は
午
後
二
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
あ
る
。

　

督
助
の
日
記
に
記
し
て
あ
る
の
は
午
後
あ
る
い
は
夜
の
出
来
事
が
多

く
、
午
前
中
の
出
来
事
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
督
助
は
〈
午
前

中
ヲ
日
記
ニ
費
ス
コ
ト
ガ
多
〉
い
の
で
あ
る
か
ら
、
午
前
に
そ
の
日
の
こ

と
を
書
く
の
で
は
な
く
、
翌
日
以
降
に
そ
の
日
の
出
来
事
を
記
す
こ
と
が

多
い
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
出
来
事
の
日
付
」
と
、「
日
記
の
日

付
」を
基
本
的
に
は
一
致
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、「
実
際
に
記
入
し
た
日
付
」

は
翌
日
あ
る
い
は
数
日
後
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
午
前
中
に
日

記
を
書
く
こ
と
が
基
本
だ
と
す
れ
ば
、
午
後
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
翌
日

あ
る
い
は
数
日
後
の
午
前
中
に
記
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
実
際
に
記

入
す
る
日
が
出
来
事
の
翌
日
で
あ
っ
て
も
、
出
来
事
当
日
の
日
付
を
使
用

し
て
日
記
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　

二　

日
記
の
内
容
を
知
る
佐
々
木
看
護
婦

　

督
助
の
日
記
は
十
一
月
十
八
日
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
督
助
は
、
十
一
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月
二
十
日
に
〈
全
身
痙
攣
〉
を
起
こ
し
、〈
意
識
不
明
〉
の
状
態
と
な
り
、

〈
覚
醒
〉し
た
後
も
、日
記
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

本
作
で
は
、
督
助
の
日
記
の
後
に
、
三
者
の
手
記
の
抜
萃
が
記
さ
れ
て
い

る
。「
佐
々
木
看
護
婦
看
護
記
録
抜
萃
」、「
勝
海
医
師
病
床
日
記
抜
萃
」、「
城

山
五
子
手
記
抜
萃
」
と
い
う
三
者
に
よ
る
手
記
の
抜
萃
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
佐
々
木
看
護
婦
の
看
護
記
録
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

〈
十
八
十
九
の
両
日
は
大
部
分
寝
て
暮
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
折
々
書

斎
に
出
て
来
て
前
日
の
日
記
の
残
り
を
書
き
足
し
て
い
た
〉
と
い
う
箇
所

で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
が
二
点
あ
る
。
一
点
目

は
、
十
八
日
の
み
で
は
な
く
、
十
九
日
も
日
記
を
記
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。督
助
の
日
記
は
十
一
月
十
八
日
で
終
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

十
九
日
も
日
記
を
記
し
て
い
る
と
佐
々
木
看
護
婦
が
記
録
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
に
十
八
日
以
前
の
日
付

で
日
記
を
記
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
点
目
は
、佐
々
木
看
護
婦
が
〈
前
日
の
日
記
の
残
り
を
書
き
足
し
て
〉

い
る
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
日
、
督
助
が
意
識
不
明
と

な
っ
た
時
点
で
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
日
記
を
見
た
と
し
て
も
、
前
日

の
残
り
を
書
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
佐
々
木
看
護
婦
は
〈
前
日
の
日
記
の
残
り
を
書
き
足
〉
す

と
い
う
督
助
の
日
記
の
特
徴
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、佐
々
木
看
護
婦
は
督
助
の
十
一
月
二
十
日
の
行
動
に
つ
い
て
、

〈
朝
食
後
患
者
書
斎
に
入
る
。
日
記
を
書
く
つ
も
り
ら
し
い
〉
と
記
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
督
助
は
朝
食
後
、
書
斎
に
入
り
、
十
一
時
近
く
ま
で

日
記
を
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
十
一
月
二
十
日
に
記
し
た
日
記
こ

そ
、
督
助
の
日
記
の
最
終
日
で
あ
る
十
一
月
十
八
日
付
の
日
記
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

督
助
の
日
記
は
「
出
来
事
の
日
付
」、「
日
記
の
日
付
」、「
実
際
に
記
入

し
た
日
付
」
が
異
な
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。〈
前
日
の
日
記
の

残
り
を
書
き
足
し
て
〉
い
る
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
日
記
の
性
質
を
理

解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
佐
々
木
看
護
婦
は
、「
実
際
に
記
入

し
た
日
付
」
と
、「
日
記
の
日
付
」
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
督
助
は
佐
々
木
看
護
婦
に
日
記
を
見
せ
て

い
た
の
で
は
と
い
う
疑
問
が
わ
く
が
、
督
助
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

　
　

�

日
記
ノ
内
容
ヲ
読
マ
セ
ハ
シ
ナ
イ
ガ
、
カ
ウ
頻
繁
ニ
看
護
婦
ノ
必
要

ガ
起
ル
ト
、
佐
々
木
ニ
ハ
或
ル
程
度
察
知
サ
レ
テ
モ
仕
方
ガ
ナ
イ
。

今
ニ
墨
グ
ラ
ヰ
ハ
磨
ツ
テ
貰
ウ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
カ
モ
知
レ
ナ
イ
。（
九

月
二
十
九
日
）
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督
助
は
日
記
を
〈
読
マ
セ
ハ
シ
ナ
イ
〉
け
れ
ど
も
、
佐
々
木
看
護
婦
は
日

記
の
特
徴
を
知
っ
て
お
り
、「
実
際
に
記
入
し
た
日
付
」
と
、「
日
記
の
日

付
」
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

佐
々
木
看
護
婦
の
看
護
記
録
の
中
に
は
颯
子
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

颯
子
が
京
都
旅
行
中
に
、
督
助
に
足
の
拓
本
を
取
ら
れ
、
十
一
月
十
七
日

に
東
京
へ
帰
っ
た
直
後
に
、
精
神
科
医
の
井
上
教
授
を
夫
の
浄
吉
と
訪
れ

相
談
を
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

　
　

�

夫
婦
は
相
談
の
結
果
、
老
夫
人
に
は
内
密
に
し
て
、
友
人
の
精
神
科

医
井
上
教
授
を
二
人
で
訪
い
、
い
か
に
処
置
し
た
ら
い
ゝ
か
を
尋
ね

た
。
教
授
の
意
見
と
し
て
は
、
老
人
の
病
気
は
異
常
性
慾
と
云
う
べ

き
も
の
で
、
目
下
の
状
態
で
は
精
神
病
と
は
云
え
な
い
、
た
ゞ
こ
の

患
者
に
は
情
慾
が
常
に
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
老
人
の
命
の

支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
に
適
応
す
る
取
り
扱

い
を
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

浄
吉
夫
婦
と
精
神
科
医
の
井
上
教
授
の
や
り
取
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

老
夫
人
に
も
内
密
に
し
て
あ
る
話
を
、
佐
々
木
看
護
婦
は
知
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、「
城
山
五
子
手
記
抜
萃
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

五
子
の
手
記
は
翌
年
四
月
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

私
は
浄
吉
夫
婦
の
住
ん
で
ゐ
る
二
階
に
は
行
つ
た
こ
と
が
な
い
。が
、

佐
々
木
看
護
婦
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
颯
子
は
近
頃
夫
の
部
屋
で
は

寝
て
ゐ
な
い
ら
し
い
、
泊
り
客
の
た
め
に
用
意
し
て
あ
る
ス
ペ
ー
ア

の
室
に
自
分
の
寝
間
を
移
し
て
ゐ
る
ら
し
い
と
云
ふ
。
た
ま
に
は
春

久
も
、こ
つ
そ
り
二
階
に
上
り
込
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
あ
る
と
も
云
ふ
。

颯
子
夫
婦
の
関
係
を
五
子
が
記
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
五
子
の
情
報
源

で
あ
る
佐
々
木
看
護
婦
が
、
颯
子
本
人
か
ら
取
得
し
な
け
れ
ば
、
知
り
え

な
い
情
報
で
あ
る
。
五
子
の
手
記
か
ら
も
、
佐
々
木
看
護
婦
が
颯
子
か
ら

情
報
を
得
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
佐
々
木
看

護
婦
は
颯
子
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

三　

颯
子
の
行
動
の
計
画
性

　

佐
々
木
看
護
婦
が
督
助
の
日
記
の
特
徴
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
颯
子
は
督
助
の
日
記
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
安
田
孝
は
、
九
月
五
日
の
日
記
の
中
で
督
助
が
和
服
姿
の
母
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護
婦
ノ
部
屋
。
看
護
婦
ガ
予
ノ
隣
ノ
ベ
ツ
ド
ニ
寝
ル
ノ
ハ
夜
間
ダ
ケ

デ
、
昼
間
ハ
普
通
自
分
ノ
部
屋
ニ
ヰ
ル
。 （
七
月
二
十
三
日
）

す
な
わ
ち
、
左
か
ら
順
に
、
浴
室
、
寝
室
、
便
所
、
書
斎
、
看
護
婦
の
部

屋
と
な
る
。
そ
し
て
、
浴
室
、
寝
室
、
便
所
、
書
斎
は
廊
下
に
出
な
い
で

も
直
接
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

七
月
二
十
四
日
午
後
二
時
頃
、
督
助
が
寝
室
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
と
、

壁
を
く
り
ぬ
い
て
通
行
自
由
に
な
っ
て
い
る
浴
室
の
戸
が
半
分
開
い
て
首

だ
け
出
し
た
颯
子
に
声
を
か
け
ら
れ
る
。
督
助
と
颯
子
と
の
浴
室
内
で
の

性
的
遊
戯
で
あ
る
〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
　

�「
ア
タ
シ
シ
ヤ
ワ
ー
ノ
時
ダ
ツ
テ
、
コ
ヽ
ヲ
締
メ
タ
コ
ト
ハ
一
度
モ

ナ
イ
ノ
ヨ
。
イ
ツ
モ
コ
ヽ
ハ
開
ケ
ラ
レ
ル
ノ
ヨ
」
／
予
ノ
入
浴
ハ
午

後
九
時
過
ギ
ニ
決
マ
ツ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
、
ト
云
フ
意
味
ナ
ノ
カ
、
予
ヲ

信
用
シ
テ
イ
ル
カ
ラ
ト
云
フ
ノ
カ
、
見
タ
ケ
レ
バ
見
セ
タ
ゲ
ル
カ
ラ

這
入
ツ
テ
ラ
ツ
シ
ヤ
イ
ト
云
フ
ノ
カ
、
老
イ
ボ
レ
爺
サ
ン
ノ
存
在
ナ

ン
カ
全
然
問
題
ニ
シ
テ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
カ
、
何
ノ
タ
メ
ニ
ワ
ザ
〳
〵

ソ
ン
ナ
コ
ト
ヲ
断
ル
ノ
カ
分
ラ
ナ
イ
。（
七
月
二
十
四
日
）

颯
子
の
言
葉
が
気
に
な
っ
て
、
督
助
は
翌
々
日
の
七
月
二
十
六
日
に
浴
室

親
の
美
し
さ
に
つ
い
て
記
し
、
九
月
十
三
日
の
日
記
で
颯
子
が
珍
し
く
和

服
を
着
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、〈
颯
子
が

老
人
の
日
記
を
盗
み
読
み
し
た
上
で
の
行
為
〉（

（
（

と
し
、
颯
子
は
督
助
の
日

記
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
督

助
が
颯
子
に
対
し
て
性
的
欲
望
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
日
記
を
通
じ
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
身
体
を
利
用
し
て
、
督
助
の
財
産
の
一
部
を
奪

い
取
る
周
到
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

こ
こ
で
、
颯
子
が
督
助
の
財
産
の
一
部
を
奪
い
、
宝
石
を
入
手
す
る
ま

で
の
間
の
、
督
助
と
の
性
的
遊
戯
の
日
々
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
督
助
と
颯
子
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
性
的
遊
戯
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
ま
ず
卯
木
家
の
家
屋
の
構
造
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　

�

寝
室
ノ
右
側
ニ
接
シ
テ
ヰ
タ
老
夫
婦
専
用
ノ
便
所
ヲ
、
予
専
用
ノ
モ

ノ
ト
シ
テ
椅
子
式
ニ
改
良
シ
、
寝
室
ト
便
所
ト
ノ
境
界
ノ
壁
ヲ
刳
リ

抜
イ
テ
、
廊
下
ヘ
出
ナ
イ
デ
モ
行
ケ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
行
ケ
〳
〵
ニ
シ
タ
。

寝
室
ノ
左
隣
ハ
浴
室
デ
ア
ル
。（
中
略
）
浴
室
ト
寝
室
ノ
間
モ
行
ケ

〳
〵
ニ
シ
タ
ガ
、
コ
レ
ハ
必
要
ニ
応
ジ
テ
浴
室
ノ
内
部
カ
ラ
締
マ
リ

ガ
出
来
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ア
ル
。
／
ツ
イ
デ
ニ
記
ス
ト
、
便
所
ノ
右
隣

ガ
予
ノ
書
斎
（
コ
ノ
間
モ
行
ケ
〳
〵
ニ
シ
テ
ア
ル
）、
ソ
ノ
右
ガ
看
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の
戸
を
押
し
て
み
る
と
言
葉
ど
お
り
締
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
中
に
は

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
颯
子
が
い
た
。
颯
子
は
シ
ャ
ワ
ー
で
濡
れ
た
身

体
を
督
助
に
タ
オ
ル
で
拭
き
取
る
よ
う
に
命
じ
る
。

　
　

�「
ソ
ン
ナ
ニ
恐
々
拭
カ
ナ
イ
デ
、
モ
ツ
ト
手
ニ
力
ヲ
入
レ
テ
シ
ツ
カ

リ
ト
。
ア
、
オ
爺
チ
ヤ
ン
左
ガ
駄
目
ナ
ノ
ネ
、
右
ノ
手
デ
一
生
懸
命

キ
ユ
ー
〳
〵
ト
擦
ツ
テ
ヨ
」
／
咄
嗟
ニ
予
ハ
タ
オ
ル
ノ
上
カ
ラ
両
肩

ヲ
掴
ン
ダ
。
ソ
シ
テ
右
側
ノ
肩
ノ
肉
ノ
盛
リ
上
リ
ニ
唇
ヲ
当
テ
ヽ
舌

デ
吸
ツ
タ
、
ト
、
思
ツ
タ
途
端
ニ
左
ノ
頬
ニ
／
「
ピ
シ
ヤ
ツ
」
／
ト

平
手
打
チ
ヲ
喰
ツ
タ
。（
七
月
二
十
六
日
）

督
助
は
颯
子
に
言
わ
れ
た
と
お
り
、
浴
室
を
覗
き
に
行
き
、
身
体
を
拭
き
、

続
い
て
、〈
唇
ヲ
当
テ
ヽ
、
舌
デ
吸
ツ
タ
〉
の
で
あ
る
が
、
平
手
打
ち
を

食
ら
っ
て
、
そ
の
日
は
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
颯
子
は
督
助

の
性
的
欲
望
が
充
分
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
欲
求
が
高
ま

る
よ
う
に
誘
導
し
て
お
り
、
八
月
十
一
日
、
督
助
の
行
動
は
拡
大
し
て
い

く
。

　
　

�

彼
女
ノ
脹
脛
ノ
同
ジ
位
置
ヲ
唇
デ
吸
ツ
タ
。
舌
デ
ユ
ツ
ク
リ
ト
味
ハ

ウ
。
ヤ
ヽ
接
吻
ニ
似
タ
味
ガ
ス
ル
。
ソ
ノ
マ
ヽ
ズ
ル
〳
〵
ト
脹
脛
カ

ラ
踵
マ
デ
下
リ
テ
行
ク
。
意
外
ニ
モ
何
モ
云
ハ
ナ
イ
。
ス
ル
マ
ヽ
ニ

サ
セ
テ
ヰ
ル
。
舌
ハ
足
ノ
甲
ニ
及
ビ
、
親
趾
ノ
突
端
ニ
及
ブ
。
予
ハ

跪
イ
テ
足
ヲ
持
チ
上
ゲ
、
親
趾
ト
第
二
ノ
趾
ト
第
三
ノ
趾
ト
ヲ
口
一

杯
ニ
頬
張
ル
。（
八
月
十
一
日
）

　

続
い
て
、
八
月
十
八
日
、
浴
室
に
お
い
て
、
颯
子
は
〈
ド
ウ
云
フ
風
ノ

吹
キ
廻
シ
カ
〉、
督
助
に
〈
二
十
分
以
上
モ
〉
自
分
の
身
体
を
自
由
に
す

る
こ
と
を
許
し
た
後
で
、
次
の
会
話
に
あ
る
要
求
を
突
き
付
け
る
の
で
あ

る
。

　
　

�「
コ
ノ
間
カ
ラ
欲
シ
イ
ト
思
ツ
テ
タ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ノ
」
／
「
ダ
カ
ラ

何
ダ
ヨ
」
／
「
キ
ヤ
ツ
ツ
・
ア
イ
」
／
「
キ
ヤ
ツ
ツ
・
ア
イ
？　

猫

眼
石
カ
」
／
「
エ
ヽ
サ
ウ
、
ソ
レ
モ
小
サ
イ
ノ
ヂ
ヤ
駄
目
、
男
ガ
篏

メ
ル
ヤ
ウ
ナ
大
キ
イ
ノ
ガ
欲
シ
イ
ノ
。
実
ハ
帝
国
ホ
テ
ル
ノ
ア
ー

ケ
ー
ド
ノ
店
ニ
ア
ル
ノ
ヲ
見
付
ケ
テ
ア
ル
ノ
ヨ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
コ
レ

ニ
シ
ヨ
ウ
ト
思
ツ
テ
」
／
「
イ
ク
ラ
ダ
」
／
「
三
百
万
円
」
／
「
何

ダ
ツ
テ
」
／
「
三
百
万
円
」
／
「
冗
談
ヂ
ヤ
ナ
イ
」
／
「
冗
談
ヂ
ヤ

ナ
イ
ワ
ヨ
」（
八
月
十
八
日
）

督
助
に
颯
子
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
す
で
に
不
可
能
な
段
階
に
達
し
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て
お
り
、
颯
子
の
計
画
ど
お
り
に
進
行
し
て
い
く
ほ
か
は
な
い
状
況
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
買
う
約
束
を
取
り
付
け
る
と
同
時

に
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

　

颯
子
は
望
ん
で
い
た
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
入
手
し
た
後
は
、
浴
室
に
お

い
て
行
っ
て
い
た
〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
を
一
度
も
実
行
し
て
い
な

い
。
颯
子
は
督
助
の
財
産
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を

入
手
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
を
実
行
し

た
の
で
あ
る
。

　

六
月
十
九
日
の
日
記
に
督
助
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

現
在
ノ
予
ハ
サ
ウ
云
フ
性
慾
的
楽
シ
ミ
ト
食
慾
ノ
楽
シ
ミ
ト
デ
生
キ

テ
ヰ
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ダ
。
サ
ウ
云
フ
予
ノ
心
境
ヲ
、
颯
子
ダ
ケ
ハ
オ

ボ
ロ
ゲ
ニ
察
知
シ
テ
ヰ
ル
ラ
シ
イ
。
コ
ノ
家
ノ
中
デ
、
ソ
レ
ヲ
知
ツ

テ
ヰ
ル
ノ
ハ
颯
子
ダ
ケ
ダ
。
他
ノ
者
ハ
一
人
モ
知
ラ
ナ
イ
。
颯
子
ハ

少
シ
ヅ
ヽ
間
接
的
方
法
デ
試
シ
テ
見
、
ソ
ノ
反
応
ヲ
見
テ
ヰ
ル
ラ
シ

イ
。（
六
月
十
九
日
）

〈
婆
サ
ン
〉
も
娘
の
五
子
も
知
ら
な
い
督
助
の
心
境
を
颯
子
だ
け
は
知
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
を
督
助
は
〈
間
接
的
方
法
デ
試
シ
テ
見
〉
る
こ
と
に

よ
っ
て
知
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
日
記
の
内
容
を
颯
子

が
知
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
颯
子
だ
け
が
〈
察
知
シ
テ
ヰ
ル
〉
理
由

を
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
颯
子
は
日
記
の
情
報
に
基
づ
い
て

キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
請
求
し
、
計
画
ど
お
り
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

颯
子
が
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
の
具
体
的
な
日
程
を
決
め
た
の

は
、
軽
井
沢
で
の
避
暑
に
関
す
る
日
記
の
内
容
を
知
っ
て
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。
七
月
十
七
日
の
日
記
に
督
助
一
家
の
軽
井
沢
行
き
に
つ
い
て
記
し

て
あ
る
箇
所
が
あ
る
。

　
　

�「
軽
井
沢
ヘ
ハ
イ
ツ
イ
ラ
ツ
シ
ヤ
ル
ノ
。
子
供
達
ガ
来
ル
ト
ウ
ル
サ

ク
ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
、
早
イ
方
ガ
ヨ
ゴ
ザ
ン
ス
ヨ
」
／
ト
、
婆
サ
ン
ガ

云
フ
。
／
「
二
十
日
ガ
土
用
ノ
入
リ
デ
ス
ツ
テ
」
／
「
ド
ウ
シ
ヨ

ウ
カ
ナ
、
今
年
ハ
。
―
去
年
ミ
タ
イ
ニ
長
ク
ヰ
ル
ノ
ハ
退
屈
ダ
ナ
。

二
十
五
日
ニ
実
ハ
颯
子
ト
約
束
ガ
ア
ル
ン
ダ
。
後
楽
園
ジ
ム
ニ
全
日

本
フ
ラ
イ
級
タ
イ
ト
ル
マ
ツ
チ
ガ
ア
ル
ン
ダ
」（
七
月
十
七
日
）

督
助
は
、
例
年
並
み
の
軽
井
沢
長
期
滞
在
に
積
極
的
で
は
な
い
こ
と
を
日

記
に
記
し
て
お
り
、
七
月
二
十
五
日
に
、
颯
子
と
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合

を
見
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。〈
婆
サ

ン
〉
は
二
十
日
に
で
も
出
発
し
た
い
よ
う
な
口
ぶ
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
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督
助
が
二
十
五
日
以
前
に
軽
井
沢
に
行
く
こ
と
は
な
い
こ
と
が
、
日
記
の

記
述
か
ら
予
想
で
き
る
。
颯
子
は
二
十
五
日
ま
で
に
行
動
を
始
め
れ
ば
よ

い
の
で
あ
り
、〈
ア
タ
シ
シ
ヤ
ワ
ー
ノ
時
ダ
ツ
テ
、
コ
ヽ
ヲ
締
メ
タ
コ
ト

ハ
一
度
モ
ナ
イ
ノ
ヨ
。
イ
ツ
モ
コ
ヽ
ハ
開
ケ
ラ
レ
ル
ノ
ヨ
〉
と
言
っ
て
、

督
助
を
浴
室
に
誘
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
七
月

二
十
四
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
二
十
五
日
の
日
記
に
は
、〈
学
校
ガ
休
ミ
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
、
経
助

ハ
辻
堂
ノ
子
供
達
ト
一
緒
ニ
近
々
軽
井
沢
ニ
行
ク
予
定
〉
と
あ
り
、
軽
井

沢
行
き
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
や
、
二
十
六
日
の
午
後
に
、
颯

子
は
督
助
を
浴
室
に
初
め
て
招
き
入
れ
、
鍼
の
治
療
の
あ
る
二
十
七
日
を

間
に
挟
ん
で
、
二
十
八
日
に
も
再
び
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
の
行

為
に
及
ん
で
い
る
。
颯
子
は
自
分
の
身
体
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
督
助

が
、
家
族
と
一
緒
に
軽
井
沢
へ
出
発
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
に
違
い

な
く
、
続
く
七
月
二
十
九
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

　
　

�

明
後
々
日
、
八
月
一
日
ニ
、
婆
サ
ン
、
経
助
、
辻
堂
ノ
陸
子
ト
子
供

三
人
、
女
中
ノ
オ
節
ノ
七
人
ガ
軽
井
沢
ヘ
出
発
ス
ル
。（
中
略
）
颯

子
ハ
ト
云
フ
ト
、
ア
タ
シ
ハ
来
月
ニ
ナ
ツ
テ
カ
ラ
ト
キ
〴
〵
二
三
日

グ
ラ
ヰ
軽
井
沢
ヘ
参
リ
マ
ス
、（
中
略
）
ト
云
ツ
テ
ヰ
ル
。
サ
ウ
聞

カ
サ
レ
ル
ト
、
予
モ
何
ト
カ
シ
テ
居
残
ル
算
段
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ナ
イ
。（
七
月
二
十
九
日
）

颯
子
は
家
族
と
と
も
に
軽
井
沢
へ
出
発
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
こ
と

が
、
日
記
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
督
助
が
〈
予
モ
何
ト
カ
シ
テ
居
残
ル
算

段
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
〉
と
い
う
心
情
に
陥
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

た
た
め
、
家
族
に
同
行
し
な
い
こ
と
を
宣
言
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月

一
日
に
は
、
督
助
と
颯
子
と
を
残
し
て
、
一
家
は
軽
井
沢
へ
と
向
か
い
、

颯
子
に
と
っ
て
非
常
に
都
合
の
い
い
状
況
が
で
き
あ
が
る
。

　

八
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
は
繰
り
返
さ
れ
、

つ
い
に
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
の
話
を
持
ち
出
す
十
八
日
と
な
る
の
で
あ
る
。

十
九
日
に
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
入
手
し
た
颯
子
は
督
助
と
と
も
に
、〈
二
十

日
。
颱
風
十
四
号
イ
ヨ
〳
〵
接
近
、
風
雨
強
シ
。
ニ
モ
拘
ラ
ズ
〉
軽
井
沢

に
出
発
し
、
早
く
も
四
日
後
の
二
十
四
日
に
は
家
族
全
員
で
帰
っ
て
来
て

い
る
。

　

例
年
な
ら
ば
、
家
族
全
員
で
一
か
月
程
度
を
過
ご
し
て
い
た
軽
井
沢
で

あ
る
が
、
今
年
に
限
り
、
颯
子
と
督
助
は
わ
ず
か
五
日
間
し
か
滞
在
し
て

い
な
い
。
督
助
の
日
記
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
督
助
を
足
止

め
し
、〈
ピ
ン
キ
ー
・
ス
リ
ラ
ー
〉
の
日
程
を
考
え
、
実
行
に
移
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

颯
子
に
は
夫
の
浄
吉
以
外
に
交
際
し
て
い
る
男
性
が
い
る
。
夫
の
い
と
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こ
春
久
で
あ
る
。
七
月
二
十
八
日
に
、
颯
子
が
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る

時
間
を
見
計
ら
い
、
督
助
は
浴
室
へ
入
っ
て
い
き
、〈
頸
ニ
接
吻
ス
ル
ク

ラ
ヰ
、オ
許
シ
ガ
出
タ
ツ
テ
ヨ
サ
ヽ
ウ
ナ
モ
ン
ダ
ノ
ニ
〉
と
迫
る
も
の
の
、

颯
子
は
つ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
春
久
の
名
前
を
出
し
て
、〈
相
手
ガ
春
久

ダ
ツ
タ
ラ
ド
ウ
カ
ナ
〉
と
探
り
を
入
れ
る
と
、〈
殴
ル
ワ
ヨ
、
ホ
ン
ト
ニ
。

コ
ナ
ヒ
ダ
ハ
手
加
減
シ
タ
ゲ
タ
ノ
ヨ
〉
と
平
手
打
ち
の
こ
と
を
言
っ
て
返

さ
れ
る
。
会
話
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

　
　

�「
サ
ウ
云
ヘ
バ
春
久
サ
ン
デ
思
ヒ
出
シ
タ
、
オ
願
ヒ
ガ
ア
ル
ノ
ヨ
」

／
「
何
サ
」
／
「
春
久
サ
ン
ガ
此
ノ
頃
暑
ク
ツ
テ
困
ル
ン
デ
、
ト
キ

〴
〵
コ
ヽ
ノ
シ
ヤ
ワ
ー
ヲ
浴
ビ
サ
セ
テ
戴
キ
タ
イ
、
来
テ
モ
イ
ヽ

カ
ド
ウ
カ
、
伯
父
サ
ン
ニ
伺
ツ
テ
ク
レ
ツ
テ
云
ツ
テ
ル
ノ
」（
七
月

二
十
八
日
）

春
久
は
、
こ
の
後
、
卯
木
家
に
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
記
に
記

し
て
あ
る
だ
け
で
も
、
七
月
二
十
九
日
、
八
月
五
日
、
八
日
、
九
日
、
十

日
、
十
二
日
、
十
七
日
に
卯
木
家
に
訪
れ
て
い
る
。
一
方
、
督
助
が
浴
室

に
招
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
七
月
二
十
六
日
、
二
十
八
日
、
八
月

十
一
日
、
十
三
日
、
十
六
日
、
十
八
日
で
あ
り
、
春
久
と
督
助
が
颯
子
と

相
対
す
る
日
付
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
颯
子
が
春
久
と
と
も
に
、
督
助
を

陥
れ
る
た
め
の
協
議
を
し
て
い
る
光
景
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
颯

子
が
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
約
束
さ
せ
た
十
八
日
以
降
、
春
久
も
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
る
た
め
に
卯
木
家
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

夫
浄
吉
も
妻
の
颯
子
と
は
別
に
〈
好
キ
ナ
人
〉
が
お
り
、
し
か
も
、
颯

子
と
別
れ
な
い
理
由
は
、〈
親
父
ガ
泣
ク
ノ
ガ
可
哀
サ
ウ
〉と
話
し
て
い
る
。

　
　

�「
彼
ニ
モ
誰
カ
好
キ
ナ
人
ガ
ア
ル
ラ
シ
イ
ノ
ヨ
、
ア
タ
シ
ト
同
ジ
ヤ

ウ
ナ
過
去
ヲ
持
ツ
タ
、
何
処
カ
ノ
キ
ヤ
バ
レ
ノ
人
ラ
シ
イ
ワ
。
経
助

ニ
サ
ヘ
会
ハ
シ
テ
ク
レ
ル
ナ
ラ
別
レ
テ
モ
イ
ヽ
ワ
ヨ
ツ
テ
云
ツ
タ

ラ
、
別
レ
ル
気
ハ
ナ
イ
、
経
助
モ
可
哀
サ
ウ
ダ
ガ
、
ソ
レ
ヨ
リ
君
ガ

ヰ
ナ
ク
ナ
ル
ト
親
父
ガ
泣
ク
ノ
ガ
可
哀
サ
ウ
ダ
ツ
テ
」
／
「
人
馬
鹿

ニ
シ
テ
ヤ
ガ
ル
」
／
「
ア
レ
デ
オ
爺
チ
ヤ
ン
ノ
コ
ト
ハ
何
モ
カ
モ
知

ツ
テ
ル
ノ
ヨ
、
ア
タ
シ
ハ
何
モ
云
ヤ
シ
ナ
イ
ケ
ド
」
／
「
ヤ
ツ
パ
リ

親
父
ノ
忰
ダ
カ
ラ
ナ
」（
八
月
六
日
）

浄
吉
と
颯
子
は
お
互
い
に
相
手
に
対
す
る
愛
情
を
失
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に

浄
吉
の
い
と
こ
で
あ
る
春
久
と
颯
子
と
の
関
係
が
交
際
に
発
展
し
て
も
、

督
助
と
颯
子
と
の
間
に
性
的
遊
戯
が
生
じ
て
も
浄
吉
は
気
に
す
る
こ
と
な

く
平
静
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
し
、〈
君
ガ
ヰ
ナ
ク
ナ
ル
ト
親
父
ガ
泣
ク

ノ
ガ
可
哀
サ
ウ
〉
な
ど
と
い
う
気
楽
な
発
言
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
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四　

颯
子
に
日
記
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
督
助

　

前
章
ま
で
に
論
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
督

助
の
日
記
に
は
、「
出
来
事
の
日
付
」、「
日
記
の
日
付
」、「
実
際
に
記
入

し
た
日
付
」
と
い
う
三
種
の
日
付
を
持
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
特

徴
を
佐
々
木
看
護
婦
は
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
颯
子
に
つ
い
て
も
督
助
の

日
記
の
内
容
を
把
握
し
て
お
り
、
督
助
一
家
が
軽
井
沢
へ
行
く
計
画
を
知

る
と
、
旅
行
の
日
程
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
督
助
を
浴
室
に
招
く
行
動
を

取
り
、
目
的
の
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
入
手
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
督
助
の
日
記
は
妄
想
で
あ
り
、
そ
の
後
に
記

さ
れ
た
三
者
の
手
記
の
抜
萃
こ
そ
、
客
観
性
の
あ
る
も
の
で
、
颯
子
の
常

識
的
で
平
凡
な
人
間
像
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前

田
久
徳
は
督
助
の
日
記
と
五
子
の
手
記
の
相
違
か
ら
颯
子
の〈
平
凡
な
嫁
〉

と
し
て
の
姿
が
現
れ
て
く
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　

�

五
子
の
手
記
で
は
、
老
人
の
日
記
か
ら
推
察
さ
れ
る
二
人
の
確
執
の

影
が
払
拭
さ
れ
て
、
寧
ろ
好
意
的
、
同
情
的
で
す
ら
あ
る
。
か
く
て
、

彼
女
は
老
人
の
日
記
と
は
う
っ
て
変
り
、
舅
の
病
状
を
気
遣
う
常
識

的
で
平
凡
な
嫁
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
。（

（
（

前
田
は
〈
常
識
的
で
平
凡
な
嫁
〉
と
し
て
颯
子
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
。
立
花
千
恵
も
卯
木
督
助
の
日
記
は
妄
想
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

り
、
客
観
的
な
事
実
は
三
者
の
手
記
の
ほ
う
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。

　
　

�

そ
し
て
こ
の
抜
粋
文
は
、
医
師
、
看
護
婦
と
い
う
職
業
上
の
肩
書
の

つ
い
た
、
感
情
を
除
去
し
た
数
値
に
よ
る
記
録
文
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
よ
り
読
者
に
現
実
感
を
与
え
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
抜
粋
文
の
方
が
老
人
の
日
記
よ
り
、
確
か
で
正
し

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
従
来
の
論
で
、
老
人
の
日
記
は
妄
想
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る

こ
と
の
多
か
っ
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（

（
（

立
花
が
論
じ
て
い
る
の
は
督
助
の
日
記
の
真
実
性
が
逆
転
し
て
妄
想
に
な

り
、
末
尾
に
わ
ず
か
な
記
述
し
か
な
い
三
者
の
手
記
の
方
が
真
実
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
颯
子
が
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ

う
が
な
く
、
督
助
の
日
記
に
あ
る
と
お
り
、
事
態
が
進
行
し
て
い
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
三
者
の
手
記
の
抜
萃
は
、
颯
子
が
〈
常

識
的
で
で
平
凡
な
嫁
〉
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
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ろ
う
か
。
ま
ず
、「
佐
々
木
看
護
婦
看
護
記
録
抜
萃
」
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　
　

�

夫
婦
は
相
談
の
結
果
、
老
夫
人
に
は
内
密
に
し
て
、
友
人
の
精
神
科

医
井
上
教
授
を
二
人
で
訪
い
、
い
か
に
処
置
し
た
ら
い
ゝ
か
を
尋
ね

た
。
教
授
の
意
見
と
し
て
は
、
老
人
の
病
気
は
異
常
性
慾
と
云
う
べ

き
も
の
で
、
目
下
の
状
態
で
は
精
神
病
と
は
云
え
な
い
、
た
ゞ
こ
の

患
者
に
は
情
慾
が
常
に
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
老
人
の
命
の

支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
に
適
応
す
る
取
り
扱

い
を
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
颯
子
夫
人
は
そ
の
点
に
よ
く

注
意
し
て
患
者
を
み
だ
り
に
興
奮
さ
せ
た
り
、
患
者
の
意
に
逆
ら
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
つ
と
め
て
や
さ
し
く
看
護
し
て
あ
げ
て
欲

し
い
、
そ
れ
が
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
と
の
こ
と
。
依
っ
て
浄
吉
氏

夫
婦
は
、
老
人
の
帰
京
に
接
し
て
以
来
出
来
る
だ
け
教
授
の
意
見
に

従
っ
て
老
人
を
遇
し
て
い
た
。

こ
の
記
述
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
督
助
の
異
常
性
と
、
颯
子
の
常
識
的
な

人
間
性
が
強
調
さ
れ
る
手
記
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、「
勝
海
医
師
病
床
日
記
抜
萃
」
で
あ
る
が
、
勝
海
医
師
は
、〈
若

夫
人
か
ら
、
以
前
静
脈
注
射
で
痙
攣
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
血
管

注
射
は
し
な
い
よ
う
に
と
云
わ
れ
る
〉
と
記
し
て
お
り
、
義
父
思
い
の
嫁

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
城
山
五
子
手
記
抜
萃
」
に
お
い
て
も
、

颯
子
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

�

颯
子
の
立
場
は
甚
だ
微
妙
で
、
且
困
難
な
も
の
で
あ
つ
た
。
井
上
教

授
の
注
意
に
従
つ
て
、
努
め
て
父
に
や
さ
し
い
態
度
を
示
す
よ
う
に

し
て
ゐ
た
が
、
余
り
や
さ
し
く
し
過
ぎ
た
り
、
長
時
間
枕
頭
に
侍
つ

て
ゐ
た
り
す
る
と
、
父
は
往
々
感
激
し
て
興
奮
す
る
。
颯
子
が
病
室

に
ゐ
た
後
で
、
父
が
発
作
を
お
こ
す
こ
と
は
し
ば
〳
〵
あ
つ
た
。
さ

れ
ば
と
云
つ
て
、彼
女
が
日
に
何
回
か
病
床
に
姿
を
見
せ
な
け
れ
ば
、

病
人
が
そ
れ
を
気
に
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
さ
う
な
れ
ば
病
勢

を
悪
化
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。

五
子
の
手
記
か
ら
は
、
督
助
に
対
し
て
〈
や
さ
し
い
態
度
を
示
す
〉
颯
子

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
五
子
と
颯
子
と
の
利
害
関
係
は
相
反
し
て

い
る
。
五
子
は
、
父
親
の
財
産
の
一
部
が
颯
子
に
渡
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
颯
子
の
〈
や
さ
し
い
〉
姿
を
記
述
す
る
の
み
で
あ
り
、
非
難
す

る
よ
う
な
内
容
は
記
し
て
い
な
い
。

　

五
子
は
父
で
あ
る
督
助
の
財
産
三
百
万
円
が
颯
子
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
快
く
思
わ
な
い
心
を
持
つ
こ
と
な
く
、
手
記
に
あ
る
と
お
り
颯
子
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へ
の
気
遣
い
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ

に
加
え
、
颯
子
が
〈
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
ウ
イ
ミ
ン
グ
〉
を
督
助
に

見
せ
る
た
め
の
プ
ー
ル
の
建
設
も
始
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

満
を
一
言
も
漏
ら
し
て
い
な
い
。
颯
子
に
要
望
さ
れ
て
建
設
す
る
プ
ー
ル

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

�「
ソ
レ
ニ
颯
子
ハ
普
通
ノ
個
人
ノ
家
庭
ニ
ア
ル
ヤ
ウ
ナ
狭
イ
ン
ヂ
ヤ

イ
ヤ
ダ
、
少
ク
ト
モ
縦
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
五
六
メ
ー
ト
ル
欲
シ

イ
。
デ
ナ
イ
ト
得
意
ノ
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
ウ
イ
ミ
ン
グ
ガ
演

リ
ニ
ク
イ
。
一
人
デ
ソ
レ
ヲ
演
ツ
テ
見
セ
テ
己
ニ
見
セ
タ
イ
ツ
テ
云

フ
ン
ダ
ヨ
。
己
ニ
ソ
レ
ヲ
見
セ
ル
ノ
ガ
目
的
デ
プ
ー
ル
ヲ
作
ル
ヤ
ウ

ナ
モ
ノ
ナ
ン
ダ
」（
九
月
十
三
日
）

〈
婆
サ
ン
〉
に
、
残
り
の
財
産
の
使
途
を
問
い
詰
め
ら
れ
た
と
き
、
颯
子

に
要
望
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル
の
こ
と
を
督
助
が
話
す
場
面
で
あ
る
。

　

五
子
の
手
記
中
に
、
浄
吉
と
颯
子
と
の
会
話
が
あ
る
。

　
　

�「
拵
へ
た
つ
て
無
駄
だ
わ
よ
、
ど
う
せ
夏
に
な
れ
ば
お
爺
ち
や
ん
は

日
中
に
戸
外
へ
な
ん
ぞ
出
ら
れ
や
し
な
い
わ
、
無
駄
な
費
用
だ
か
ら

止
め
た
方
が
い
ゝ
わ
」
／
と
、
颯
子
が
云
ふ
と
、
浄
吉
が
云
つ
た
。

／
「
約
束
通
り
プ
ー
ル
の
工
事
が
始
ま
つ
て
ゐ
る
の
を
、
眺
め
る
だ

け
で
も
親
父
の
頭
に
は
い
ろ
〳
〵
な
空
想
が
浮
ぶ
ん
だ
よ
。
子
供
達

も
楽
し
み
に
し
て
ゐ
る
し
ね
」

颯
子
は
プ
ー
ル
の
建
設
を
自
ら
要
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
無
駄
な

費
用
だ
か
ら
止
め
た
方
が
い
ゝ
わ
〉
と
話
し
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ

の
時
と
は
異
な
り
、
是
が
非
で
も
入
手
し
た
い
と
い
う
心
情
は
見
ら
れ
な

い
。
プ
ー
ル
建
設
を
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
五

子
は
も
と
も
と
颯
子
が
要
望
し
た
プ
ー
ル
の
建
設
に
当
人
で
あ
る
颯
子
が

無
関
心
で
あ
っ
て
も
、
非
難
め
い
た
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ

る
ば
か
り
か
、
颯
子
に
同
情
的
で
す
ら
あ
る
。

　

前
掲
の
塩
崎
文
雄
は
、
三
者
の
手
記
が
い
ず
れ
も
〈
抜
萃
〉
と
あ
る
こ

と
に
注
目
し
、〈
編
纂
者
〉
の
介
在
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

�「
看
護
記
録
」「
病
床
日
記
」「
手
記
」
を
入
手
し
、披
見
し
、校
閲
し
、

〈
抜
萃
〉
す
る
〈
編
纂
者
〉
が
作
品
内
部
に
配
備
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
憶
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
記
録

類
を
〈
抜
萃
〉
し
た
〈
編
纂
者
〉
は
、
卯
木
老
人
の
日
記
を
も
ま
た

入
手
し
、
披
見
し
、
校
閲
し
、〈
抜
萃
〉
す
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、

改
竄
さ
え
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
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あ
る
。（

（1
（

さ
ら
に
、
塩
崎
は
そ
の
〈
編
纂
者
〉
を
颯
子
と
比
定
し
て
お
り
、〈
老
人

の
日
記
に
み
え
る
彼
女
と
は
う
っ
て
変
っ
た
、
舅
の
介
護
に
つ
と
め
る
平

凡
で
常
識
的
な
嫁
と
し
て
颯
子
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
す
れ
ば
、〈
編

纂
者
〉
の
意
図
は
成
功
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
〉
と
論
じ
て
い
る
。

　

三
者
の
手
記
が
〈
抜
萃
〉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
塩
崎
が
主
張
す
る
よ
う

に
〈
編
纂
者
〉
の
介
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
〈
編
纂
者
〉
を

颯
子
と
結
論
づ
け
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
颯
子
は
督
助
の
日
記
の
内
容

を
知
っ
て
お
り
、
自
身
の
行
動
を
計
画
し
て
い
る
。
し
か
し
、
颯
子
に

佐
々
木
看
護
婦
、
勝
海
医
師
、
城
山
五
子
の
手
記
を
入
手
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
三
者
の
手
記
を
容
易
に
入
手
で
き
る
人
物
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
日
記
の
執
筆
者
で
あ
る
督
助
自
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
督
助
は
、

〈
佐
々
木
ノ
病
床
日
誌
ニ
依
ツ
テ
記
入
ス
ル
〉
と
日
記
に
記
し
て
い
る
よ

う
に
、
佐
々
木
看
護
婦
の
記
録
を
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
勝

海
医
師
の
記
録
に
つ
い
て
も
佐
々
木
看
護
婦
を
経
由
す
れ
ば
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
五
子
の
手
記
に
つ
い
て
も
父
と
娘
の
関
係

を
考
え
れ
ば
入
手
は
可
能
で
あ
る
。
督
助
は
三
者
の
手
記
を
入
手
、
抜

萃
し
、
颯
子
の
〈
常
識
的
で
平
凡
な
〉
人
間
性
を
強
調
し
よ
う
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
督
助
は
十
一
月
二
十
日
に
〈
全
身
痙
攣
〉
を
起
こ
し
、
日
記

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
城
山
五
子
の
手
記
に
よ
れ

ば
、
翌
年
の
二
月
七
日
に
は
退
院
を
し
、〈
四
月
中
旬
に
な
つ
て
か
ら
、

好
天
気
の
日
に
は
庭
を
二
三
十
分
ぐ
ら
ゐ
散
歩
す
る
〉
ま
で
に
回
復
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
督
助
は
他
者
の
手
記
を
編
纂
す
る
作

業
が
可
能
な
状
態
に
ま
で
体
調
が
戻
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
督
助
の
日
記
は
妄
想
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
三
者
の
記
録
こ

そ
客
観
的
な
も
の
と
い
う
の
が
従
来
の
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
颯
子

は
義
父
思
い
の
嫁
で
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
単
に
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
に
対

す
る
欲
望
を
満
た
し
た
い
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
三
者
の

記
録
の
颯
子
像
が
常
識
的
な
人
間
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
督
助
が
記
録

を
意
図
的
に
抜
萃
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

七
月
二
十
三
日
の
日
記
に
〈
人
ニ
読
マ
レ
テ
ハ
困
ル
カ
ラ
手
提
金
庫
ニ

入
レ
テ
ア
ル
。
金
庫
ガ
モ
ウ
五
箇
ホ
ド
タ
マ
ツ
タ
〉
と
あ
る
け
れ
ど
も
、

佐
々
木
看
護
婦
や
颯
子
が
日
記
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
鍵
を
か
け
て
誰
に
も
金
庫
が
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
厳
重
な
管
理

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
誰
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
督
助
の
意
図
が
あ
る
。
誰
か
に
見

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
誰
か
に
見
ら
れ
て
も
構
わ
な
い
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
誰
か
に
見
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
督
助
の
意
図
で
あ
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る
。
日
記
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は

佐
々
木
看
護
婦
と
颯
子
で
あ
る
。
左
手
に
慢
性
的
な
痛
み
の
症
状
を
抱
え

て
い
る
督
助
は
、
十
月
二
十
七
日
、〈
早
朝
カ
ラ
激
痛
〉
を
感
じ
、〈
コ
レ

ヨ
リ
以
後
数
日
間
ハ
執
筆
ニ
堪
ヘ
ズ
、
数
日
後
佐
々
木
ノ
病
床
日
誌
ニ
依

ツ
テ
記
入
ス
ル
〉
と
記
し
、
十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
日
記
は
、〈
数

日
後
〉
に
〈
佐
々
木
ノ
病
床
日
誌
〉
を
借
り
て
記
し
て
い
る
。
佐
々
木
看

護
婦
に
見
せ
る
た
め
の
日
記
を
つ
け
る
た
め
に
、
佐
々
木
看
護
婦
の
日
誌

を
借
り
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
督
助
が
日
記
を
見
せ
る
こ

と
を
希
望
す
る
対
象
は
颯
子
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
颯
子
に
日
記

を
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
督
助
の
意
図
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
颯
子
は

督
助
の
日
記
を
読
む
こ
と
が
容
易
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

颯
子
に
も
督
助
の
日
記
を
見
た
い
と
い
う
欲
望
が
あ
る
。
督
助
の
行
動

予
定
の
把
握
、
財
産
の
規
模
、
性
的
な
嗜
好
な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で
、

自
身
の
行
動
の
指
針
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
颯
子
の
行
動
に
は
計
画
性
が

あ
る
。
目
的
を
も
っ
て
督
助
の
日
記
を
見
て
、
内
容
を
把
握
し
た
う
え
で

自
身
の
今
後
の
行
動
に
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
督
助
も
颯
子
の
考
え

方
を
知
っ
た
う
え
で
颯
子
が
満
足
の
い
く
よ
う
に
振
舞
わ
せ
て
満
足
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
督
助
に
は
颯
子
の
行
動
を
非
難
す
る
考
え
は
な
い
。
督

助
は
日
記
の
中
で
、〈
親
切
デ
正
直
デ
思
ヒ
遣
リ
ガ
〉
あ
る
女
よ
り
も
、〈
不

親
切
デ
嘘
ツ
キ
デ
人
ヲ
欺
ス
コ
ト
ガ
上
手
ナ
女
〉
ニ
〈
惹
カ
レ
ル
コ
ト
ハ

先
ヅ
確
カ
デ
ア
ル
〉
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
む

し
ろ
、
自
身
の
欲
望
の
赴
く
ま
ま
に
行
動
す
る
颯
子
で
い
て
欲
し
い
と
さ

え
考
え
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
購
入
の
約
束
を
し
た
翌
日
に
、
颯
子

は
早
速
そ
れ
を
購
入
す
る
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
意
気
揚
々
と
帰
宅
し
た

颯
子
を
見
て
督
助
は
日
記
に
次
の
と
お
り
記
述
し
て
い
る
。

　
　

�

勝
チ
誇
ツ
タ
颯
子
ノ
顔
ヲ
見
ル
ト
、痛
イ
コ
ト
ガ
溜
ラ
ナ
ク
楽
シ
イ
。

隠
居
所
ナ
ン
カ
作
ル
ヨ
リ
コ
ノ
方
ガ
ド
ン
ナ
ニ
ヨ
カ
ツ
タ
カ
。（
八

月
十
九
日
）　

督
助
は
颯
子
に
日
記
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
颯
子
の
目
的
を
達
成
さ

せ
、
自
身
も
喜
び
に
包
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

九
月
五
日
、
督
助
は
母
親
の
夢
を
見
、
日
記
に
〈
夢
ノ
中
ニ
出
テ
来
タ

母
ハ
、
予
ノ
記
憶
ニ
ア
ル
最
モ
美
シ
イ
最
モ
若
イ
時
ノ
姿
ヲ
シ
テ
ヰ
タ
〉

と
記
し
て
い
る
。
日
記
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　
　

�

母
ハ
明
治
十
六
年
ニ
生
ン
ダ
我
ガ
子
ノ
督
助
ガ
、（
中
略
）自
分
ノ
妻
、

自
分
ノ
子
供
達
ヲ
犠
牲
ニ
シ
テ
モ
彼
女
ノ
愛
ヲ
得
ヨ
ウ
ト
ス
ル
ノ

ヲ
、
何
ト
思
フ
デ
ア
ラ
ウ
カ
。
母
ノ
亡
ク
ナ
ツ
タ
昭
和
三
年
カ
ラ
数

ヘ
テ
三
十
三
年
後
ニ
、
忰
ガ
コ
ノ
ヤ
ウ
ナ
狂
人
ニ
ナ
リ
、
コ
ノ
ヤ
ウ
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ナ
嫁
ガ
我
ガ
家
ニ
入
リ
込
ム
ニ
至
ツ
タ
コ
ト
ヲ
、
夢
ニ
モ
考
ヘ
タ
ヾ

ラ
ウ
カ
。
イ
ヤ
、
予
自
身
デ
ス
ラ
、
コ
ン
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ラ
ウ
ト
ハ
思

ヒ
モ
寄
ラ
ナ
カ
ツ
タ
。（
九
月
五
日
）

督
助
は
自
身
の
こ
と
を
〈
狂
人
〉
と
呼
び
、
し
か
も
、
自
身
が
〈
狂
人
〉

に
な
ろ
う
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
颯
子
に
狂

お
し
い
ま
で
に
恋
い
焦
が
れ
、
ど
れ
ほ
ど
の
仕
打
ち
を
受
け
て
も
な
お
、

慕
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
卯
木
督
助
の
姿
は
、
ま
さ
し
く
「
瘋
癲
老
人
」

そ
の
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

卯
木
督
助
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
。「
出
来
事
の
日

付
」、「
日
記
の
日
付
」、「
実
際
に
記
入
し
た
日
付
」
と
三
種
の
日
付
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
三
種
の
日
付
を
持
つ
日
記
の
特

徴
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
佐
々
木
看
護
婦
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

督
助
は
日
記
を
誰
に
も
読
ま
せ
な
い
と
言
う
も
の
の
外
部
に
漏
れ
て
い
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

督
助
の
息
子
の
嫁
で
あ
る
颯
子
も
、
日
記
の
内
容
を
把
握
し
て
お
り
、

督
助
の
胸
の
内
を
知
っ
て
い
た
。
颯
子
は
督
助
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る

内
容
か
ら
、
一
家
の
軽
井
沢
行
き
の
日
程
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
日
記
の

記
述
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
行
動
し
、
督
助
の
欲
望
を
最
大
限
に
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
欲
望
の
実
現
化
を
着
実
に
遂
行
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

督
助
は
自
身
の
日
記
を
金
庫
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
る
と
日
記
に
記
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳
重
に
管
理
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
颯
子
に
よ
っ

て
、
日
記
の
内
容
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
明
ら
か
で
あ

る
。
む
し
ろ
積
極
的
に
見
せ
た
い
と
い
う
意
図
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
督
助
の
見
せ
た
い
と
い
う
意
図
と
颯
子
の
見
た
い
と
い
う
欲
望
が

と
も
に
働
い
て
、
相
互
の
利
益
に
か
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
記
の
内

容
を
知
る
人
物
が
い
る
と
い
う
事
実
は
、
積
極
的
に
日
記
を
見
せ
た
い
と

い
う
督
助
の
意
図
が
働
い
て
い
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

督
助
の
日
記
が
十
一
月
十
八
日
で
終
わ
っ
た
後
に
記
さ
れ
て
い
る

「
佐
々
木
看
護
婦
看
護
記
録
抜
萃
」、「
勝
海
医
師
病
床
日
記
抜
萃
」、「
城

山
五
子
手
記
抜
萃
」
と
い
う
三
者
に
よ
る
手
記
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
三

者
の
手
記
の
抜
萃
に
お
い
て
は
、
颯
子
の
常
識
的
で
平
凡
な
人
間
像
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
手
記
が
督
助
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
れ

ば
、
颯
子
の
こ
と
を
慕
っ
て
や
ま
な
い
督
助
が
颯
子
の
美
点
を
強
調
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
督
助
の
日
記
、
そ
れ
に
続
く
三
者
の
記
録
、

い
ず
れ
も
督
助
の
手
に
よ
る
自
作
自
演
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
注
〕

（
1
）　

増
田
裕
美
子
「
老
人
と
笑
い
―
谷
崎
潤
一
郎
『
瘋
癲
老
人
日
記
』

の
比
較
文
学
的
考
察
―
」『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』　

一
九
九
二
年

一
〇
月

（
2
）　

丸
山
正
人
「
現
代
小
説
に
描
か
れ
て
い
る
老
人
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
（
性
の
姿
）」『
長
野
県
国
語
国
文
学
会
研
究
紀
要
』
長
野
県
国
語

国
文
学
会　

二
〇
〇
二
年
一
二
月

（
3
）　

市
川
隆
一
郎
「
文
学
作
品
に
み
る
高
齢
者
の
性
⑴
」『
聖
徳
大
学

研
究
紀
要　

短
期
大
学
部
』　

二
〇
〇
三
年
一
二
月

（
4
）　

原
仁
司
「『
細
雪
』
の
位
置
に
つ
い
て
―eros

の
変
容
―
」『
繍
』

　

一
九
九
〇
年
一
二
月

（
5
）　
（
1
）
に
同
じ

（
6
）　

塩
崎
文
雄
「『
瘋
癲
老
人
日
記
』
の
編
ま
れ
か
た
」『
和
光
大
学
人

文
学
部
紀
要
』　

一
九
九
六
年
三
月

（
7
）　

安
田
孝
「『
瘋
癲
老
人
日
記
』」『
解
釈
と
鑑
賞
』　

二
〇
〇
一
年
六

月
（
8
）　

前
田
久
徳
「「
瘋
癲
老
人
日
記
」
論
―
作
品
の
論
理
と
作
家
の
夢

想
―
」『
国
語
と
国
文
学
』　

一
九
八
四
年
一
〇
月

（
9
）　

立
花
千
恵
「
谷
崎
潤
一
郎
『
瘋
癲
老
人
日
記
』
論
―
様
式
と
表
記

の
効
用
―
」『
日
本
文
学
論
究
』　

一
九
九
五
年
三
月

（
10
）　
（
6
）
に
同
じ

※�

「
瘋
癲
老
人
日
記
」の
引
用
は『
谷
崎
潤
一
郎
全
集　

第
二
十
四
巻
』（
中

央
公
論
新
社　

二
〇
一
六
年
三
月
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、引
用
に
際
し
、

ル
ビ
は
省
略
し
た
。

�

（
い
の
ぐ
ち　

ひ
ろ
し
／
本
学
大
学
院
生
）


